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第2235回例会　2009. 12. 10
第2236回例会　2009. 12. 17

※第2235回例会　2009. 12. 10

・本日の出席率　７１.２％
・前回確定出席率　７８％

・二階堂學会長　本日のスピーチは、渡辺光悦会員の
替り伊藤俊郎直前会長になりました。よろしくお
願いします。次回のクリスマス家族例会を楽しみ
にしております。よろしくお願いします。

・伊藤俊郎会員　スピーチ代理となりました。プログ
ラム委員長として責任をとり行います。

・鈴木彦太会員　本日のスピーチ、代行伊藤俊郎会
員、楽しみにご期待申し上げます。

・阿部泰彦会員　ピンチヒッター伊藤俊郎会員のス
ピーチ、重ねてご苦労様です。

・猪股育夫会員　代行スピーチ、若ちゃん大変ご苦労
様です。プログラム委員長も楽でないですね。

・千葉吉男会員　今年も、大網商工振興会の「イルミ
ネーションまつり」を行います。つきましては、
会員皆さんから協賛金のご協力大変ありがとうご
ざいます。

・布施孝之会員　寒さの折、皆様ご自愛下さい。
・村上武彦会員以下　本日のスピーチに期待して。
飯塚仁哉会員　佐々木崇会員　佐藤幸一会員
佐藤敬喜会員　氏家良典会員　菅野幸一郎会員
山田直志会員　佐竹孝行会員　佐藤靜市会員
遠藤光則会員　佐々木源悦会員　熊谷敏明会員
小泉洋会員　高橋利光会員　鹿間文徳会員
冨士原裕子会員　佐々木一寛会員　武川毅会員

太田陽平会員　及川昭宏会員　只野佳旦会員
　以上、ありがとうございました。

　昨夜のＴＶで、カンボジアで地雷を撤去したという
ことを放映していました。雨宮さんという方は、父親
より「人のためになる事をしなさい」ということを聞
かされており、地雷を受けて片足を失った老婆に出会っ
たのを機会に、それまで人の手で掘って取っていた地
雷を、ショベルカーで爆破させてしまうという方法で
１００万個も処理をしたという内容でした。これに感
銘して見ておりました。
　今年も残すところ、あと少しとなりました。暖冬の
影響もあって消費マインドの低下が見られる、円高で
輸出の収益が上がらないといったように、企業は大変
な状態になっています。しかし、企業はお客様のため
に商品を提案し販売していかなければならない。又、
まわりの企業との利害関係もあります。そういう公益
的な存在であるというのが、企業の大事な考えであり、
安全、安心が一つのテーマになっているのではないか。
　２１世紀は、地球の温暖化と地球資源不足が顕在化
していることや、少子高齢化の時代がやってくるのは
世界に於いてもあまり遠くないのではないか、これら
を一つ一つ解決していかなければならない、地球の未
来に希望を持てるような考えが必要なのではないか。
　ロータリーでは、慈愛・寛容・忍耐がうたわれ、正
しくこれらの精神が大切であり、お互いに助け合って
良い人間関係をつくりあげていくことが必要なのでは
ないか。そんなところで、ロータリーのやる意味とい
うものがかなり深いものがございます。

ニコニコボックス

会長要件 二階堂學会長
本日の出席率

合併号　№21

・笹氣光祚ガバナーより、楢山直樹ガバナーエレク
ト国際協議会出席壮行会および、懸田利孝パスト
がバナー規定審議会出席壮行会の案内
日　時　２２年１月１０日㈰　１５：００～１７：３０
会　場　メトロポリタン盛岡・ニューウイング
会　費　８,０００円
・ガバナー事務所より　地区補助金事業再度募集の
お知らせ
・日本ロータリー親睦ゴルフ大会の案内
（第２１回沖縄大会）
日　時　２２年３月１５日㈪　午前８時スタート
会　場　琉球ゴルフ倶楽部
登録費　１５,０００円

・仙台ＲＣより　例会変更のお知らせ
・「ザ・ロータリアン」誌が届く

・国際奉仕委員会（千葉吉男委員長）
台北西門ＲＣ例会訪問、観桜会のお知らせ
日　程　２２年１月３１日㈰～２月４日㈭
旅　費　９０,８００円
参加希望者は、１２月１６日㈬までにパスポートを
添えて幹事か千葉の方まで申し込み下さい。
・親睦活動委員会（熊谷敏明委員長）
クリスマス家族例会のお知らせ
日　時　１２月１７日㈭　１８：３０～（１８：００より受付）
場　所　サンシャインプラザ２１
会　費　會員４,０００円  大人２,０００円  子供１,０００円
出欠の返事のない方は、明日（１２月１１日）まで
に連絡願います。オークション用の商品のご提供
をお願い申し上げます。
・雑誌委員会（冨士原裕子委員長）
今月は、家族月間となっております。ロータリー
の友１２月号、１１ページに「ロータリーととも
に歩む配偶者たち」が掲載されています。今月号
は、是非会員の奥様方に読んでいただき、ロータ
リーを理解していただきたいと思います。

　「いろは歌」について　　伊藤俊郎会員
　今日は、四十八文字で私達が日常会話をしている
「いろは歌」というのがあり、このことをちょっと皆
様にお伝えしたいと思います。
　私達は、この四十八文字、濁点を入れた中で会話を
しており、何百万通りの会話が出来ます。
・いろはにほへとちりぬるを
　　　　　　　　わかよたれそつねならむ
　これは、どの様な捉え方をするかと言いますと、「い
ろは」のことを「花は」というような訳し方をしてみ
ていただければと思います。花は咲いて匂って散って

いく、まったくごく当たり前の事をいっております。
その中で、花は誰れに見させているかと言いますと、
人間の世界だけにという捉え方が出来ると思います。
花は枯れそうになっても、水をもらいたいと思って
も、じっと我慢をしております。そこに人間が手を差
し伸べた時に、水をいただいた花はまた咲いてお返し
をするといった捉え方になると思います。私達は、こ
ういった自然から学びなさいと言われておりますが、
花は役割りを終えますと、パッと散っていきます。
　世の中は二局の捉え方をしますので、こんどは「花」
のところを「人は」という訳し方をしてみますと、人
は匂いもし、社会のために役に立つことをしていきな
がら最終的には他界します。これも「わがよたれそつ
ね」のことでありますが、人間の世界だけが何故か欲
望と願望を持って、又、死にぎわが、往生ぎわが悪い
ということを耳にすることがあります。花は潔く散っ
ていく。我々も散り方に少し気を遣っていった方が良
いのかという思いがします。
・うゐのおくやまけふこえて
　　　　　　　　あさきゆめみし
　うゐのおくやま、というのは、栄えた京都のことを
意味しております。私達が学校を卒業しますと「とう
ちゃん、おら就職で東京さ行く」と言うと、「勉強し
ないで何東京だって」と言われた思いがあります。自
分なりにそういった解釈をしておりますが、やはり、
やる時にしっかりとやっておかないと、ご飯が食えな
いということを、親達が子供の成長過程の中でちゃん
と見ていたのかなという思いでございました。
・ゑひもせすん
　今の世の中は、せちがらい社会でございます。やっ
ておっても楽しくない、面白くないと言って、お酒を
飲みます。飲んでいるうちは楽しい時間を過ごすので
すが、やがて、それがさめてしまいますと、元に戻り
ます。世の無常の歌というのが、この「いろは歌」の
捉え方ではないかと思います。
　私達は、この四十八文字をいかに組み合わせをして
使っていかなければいけないかということで、先ず、
言葉に感謝していく姿勢で物ごとに向かっていただけ
れば非常に違った社会が生まれるのではないかと思っ
ております。いずれにいたしましても、とにかく勉強
し続けなければいけないということで、私達は、成長
期から衰退期に入っている年代でございまして、到着
地点の時に嫌われないためにも、しっかりした価値あ
る「じいさん、ばあさん」になっていかなければなら
ないということでありまして、これらも、磨き、勉強
していきながら、ロータリーとしての役割を果たして
参りたいと思います。これからもどうぞよろしくお願
い申し上げます。
̶商売の「手」、相撲の四十八手等、いろいろ話さ
れましたが、紙面の都合上、割愛させていただきます。

今週のスピーチ

各委員会報告

菅原文之幹事幹事報告
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※第2236回例会　2009. 12. 17　18：30～
　〈クリスマス家族会　於：サンシャインプラザ21〉

・本日の出席率　１００％
・前回確定出席率　７１.２％

・出席会員全員よりいただきました。ありがとうござ
いました。

　皆さん、こんばんは。
　クリスマス家族会ということで、今晩は、会員の奥
様、子供さん、たくさんのご家族の方々にお見えいた
だき、誠にありがとうございます。
　ロータリーを奥様にお話申し上げたいことが、すこ
しあります。そのロータリーに関してちょっとだけふ
れてみたいと思います。
　ロータリーは、１９０５年にシカゴで設立されまし
た。当時、商業道徳が非常に欠如し乱れておりまし
た。そういう風潮に耐えかねて、一青年弁護士が立ち
上がりました。ポール・ハリスという方でございま
す。ポール・ハリスは公正な取り引き、親友関係を増
やしながらシカゴにロータリークラブを誕生させまし
た。設立から１００年と少し過ぎております。このク
ラブは、実業家の組織です。心は同じく、一同にクラ
ブを作って行こうということであって、会員は、職業
倫理を重んじ、職業倫理・道徳に重点を置いて色々と
事業をやってきた。この事業というのは、奉仕活動の
事業であります。国際的には、水・保健・飢餓・教育
に対する奉仕活動をやり、我々は、その奉仕活動の一
員でもあります。他に、日本では、米山記念奨学金を
出して外国の方にいろいろと勉強をしてもらっている
ところがございます。このようなことで、ロータリー
は、団体でやるというよりは、個人個人が率先して行
動するということであり、本年度のジョン・ケニー会
長テーマは「ロータリーの未来は、あなたの手の中に
」であります。このテーマのもと各クラブで事業を
しっかりと推進してほしい、一人一人が責任があり、
一人一人がそれを負ってのことなんですよということ
をおっしゃっております。佐沼もその様なことで活動
しております。皆様のご理解をいただいて、今後共よ
ろしくお願い申し上げます。

・佐沼高校定時制課程ＥＴＡより
　平成２１年度ＥＴＡ懇親会の案内
　　日　時　平成２２年１月６日㈭　１８：００～
　　場　所　船橋や

　　会　費　４,０００円

・姉妹クラブ委員会（代理報告　菅原文之幹事）
　台北西門ＲＣ例会訪問並びに観桜会延期の報告
　１月３１日㈰～２月４日㈭の訪台、西門ＲＣより都
合が悪いという連絡が入りましたので、再度日程を練
り直して皆様にお知らせいたします。
◎クリスマス会（担当：熊谷敏明親睦活動委員長）
・会長挨拶（二階堂學会長）
　夢のある楽しいロータリー活動でありたいというこ
とを願っております。いろいろと事業活動がやられて
きましたが、その中でも、少年野球大会、少年剣道大
会は子供達に少しでも未来に対して考えを与えるとい
うことが出来たのではないかと感じております。お互
いの試合の中から感じられることではないかと。他
に、各行事にも参加して参りました。「縄文の森再生
プロジェクト」が長沼の環境づくりとして行われた訳
ですが、これは継続事業として行っており、昨年はガ
バナー賞をいただきました。長沼にエノキを植樹し、
大ムラサキが生息する森をつくろうと佐沼ロータリー
クラブは取り組んでおります。蝶の舞うエノキの森が
市民の憩いの場、交流の場として森が親しまれる公園
に生まれ変るのであろうと私は今から楽しみにしてお
ります。
　この様に未来に対して、青少年の夢をつくっていく
ことがとても大事な仕事であり、ロータリーの使命で
もあります。ジョン・ケニー会長は、ロータリーは、
「未来のために、あなたの中に」というテーマを掲げ
ましたが、若者の時代に手助けしながら事業を推進し
ていくという責務をロータリーは負っているのではな
いかと思います。
　今晩はロータリーのクリスマス会ですので、楽しく
やって参りたいと思いますので、よろしくお願い致し
ます。
　この後、菅野幸一郎ガバナー補佐の音頭で乾杯、登
米中央商工会女性部の「創作太鼓」、二階堂學会長よ
り子供さんたちにプレゼントと楽しく過ごしました。
又、恒例のオークションが行われ、皆様のご協力で盛
り上げていただき、１４９,０００円の売上がありまし
た。高橋利光会員の奥様がピタリ賞でした。

各委員会報告

菅原文之幹事幹事報告

ニコニコボックス

本日の出席率

会長要件 二階堂學会長 会長・会長夫人によるキャンドルサービス

乾杯の発声・菅野幸一郎ガバナー補佐

良い子にサンタさんからプレゼント

提供いただいたオークション用商品

あいさつをする二階堂學会長

創作太鼓・登米中央商工会女性部

セリ人も楽しいオークション
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